
(57)【要約】

【課題】　湯の花セラミックスから放射される放射線に

よって優れた医学的効果を手軽に得ることができるタイ

ルを提供する。

【解決手段】　ラジウムを含む湯の花からなる湯の花セ

ラミックスが練り込まれたタイル１０とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ラ ジ ウ ム を 含 む 湯 の 花 か ら な る 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス が 練 り 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る
タ イ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス が 、 玉 川 温 泉 の 湯 の 花 か ら 硫 黄 成 分 を 除 去 す
る こ と で 形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る タ イ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス の ラ ジ ウ ム 放 射 量 が 毎 分 １ ２ ０ ０ カ ウ
ン ト 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る タ イ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に お い て 、 遠 赤 外 線 を 放 射 す る 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス 、 及 び
マ イ ナ ス イ オ ン を 放 射 す る マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス の 少 な く と も 何 れ か 一 方 が
さ ら に 練 り 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る タ イ ル 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 バ ス ル ー ム 等 の 壁 や 床 に 貼 り 付 け て 用 い ら れ る タ イ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 遠 赤 外 線 を 放 射 す る 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス を 用 い た 製 品 が 数 多 く 販 売 さ れ
て お り 、 例 え ば 、 タ イ ル や レ ン ガ 等 に 遠 赤 外 線 放 射 物 質 の 粉 状 体 又 は 粒 状 体 を 含 有 さ せ た
遠 赤 外 線 製 品 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 遠 赤 外 線 製 品 に よ れ ば
、 遠 赤 外 線 に よ る 医 学 的 効 果 を 手 軽 に 得 る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 こ の 遠 赤 外 線 だ
け で は 、 十 分 な 医 学 的 効 果 を 得 る こ と は で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ９ ７ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス か ら 放 射 さ れ る 放 射 線 等 に よ っ
て 優 れ た 医 学 的 効 果 を 手 軽 に 得 る こ と が で き る タ イ ル を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 ラ ジ ウ ム を 含 む 湯 の 花 か ら な る 湯 の 花 セ ラ
ミ ッ ク ス が 練 り 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る タ イ ル に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 か か る 第 １ の 態 様 で は 、 タ イ ル に 練 り 込 ま れ た 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス か ら 放 射 さ れ る 放 射
線 に よ り 、 優 れ た 医 学 的 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 に お い て 、 前 記 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス が 、 玉 川 温 泉 の
湯 の 花 か ら 硫 黄 成 分 を 除 去 す る こ と で 形 成 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る タ イ ル に あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る 第 ２ の 態 様 で は 、 玉 川 温 泉 の 湯 の 花 か ら 硫 黄 成 分 （ 例 え ば 、 硫 黄 の 他 、 硫 化 水 素
や 硫 化 砒 素 な ど の 硫 化 物 、 あ る い は 硫 黄 酸 化 物 等 を 含 む ） を 少 な く と も 除 去 し て 、 湯 の 花
セ ラ ミ ッ ク ス を 形 成 し 、 こ の 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス を 練 り 込 ん で 作 製 さ れ た タ イ ル か ら 放 射
さ れ る 放 射 線 に よ っ て 、 得 ら れ る 医 学 的 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 第 １ 又 は ２ の 態 様 に お い て 、 前 記 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス の ラ ジ ウ
ム 放 射 量 が 毎 分 １ ２ ０ ０ カ ウ ン ト 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る タ イ ル に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 か か る 第 ３ の 態 様 で は 、 医 療 用 と し て 十 分 な ラ ジ ウ ム 放 射 量 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 、 第 １ ～ ３ の 何 れ か の 態 様 に お い て 、 遠 赤 外 線 を 放 射 す る 遠 赤 外
線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス 、 及 び マ イ ナ ス イ オ ン を 放 射 す る マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク
ス の 少 な く と も 何 れ か 一 方 が さ ら に 練 り 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る タ イ ル に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 第 ４ の 態 様 で は 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス か ら 放 射 さ れ る 放 射 線 と 、 遠 赤 外 線 、 マ イ
ナ ス イ オ ン と の 相 乗 効 果 に よ り 、 非 常 に 優 れ た 医 学 的 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の タ イ ル に よ れ ば 、 ラ ジ ウ ム を 含 む 湯 の 花 か ら な る 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス が 練 り 込
ま れ て い る の で 、 こ の 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス か ら 放 射 線 等 が 発 せ ら れ 、 こ れ が 肌 細 胞 等 を 刺
激 し て 新 陳 代 謝 が 活 性 化 し 、 優 れ た 医 学 的 効 果 を 手 軽 に 得 る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏
す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係
る タ イ ル の 概 略 を 示 す 斜 視 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の タ イ ル １ ０ は 、 ラ ジ ウ ム を 含 む 湯 の 花 か ら な る 湯 の 花
セ ラ ミ ッ ク ス が 練 り 込 ま れ て お り 、 例 え ば 、 バ ス ル ー ム 等 の 壁 や 床 に 貼 り 付 け て 用 い る こ
と に よ り 、 優 れ た 医 学 的 効 果 を 手 軽 に 得 る こ と が で き る も の で あ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で
は 、 四 角 形 状 の タ イ ル １ ０ と し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 用 途 に 合 わ せ て 、 円 形 や 三 角 形
等 の タ イ ル と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス に 含 ま れ る ラ ジ ウ ム は 、 ラ ジ ウ ム 放 射 線 を 放 射 す る 元 素 で
あ り 、 近 年 、 医 学 の 分 野 に お い て 、 薬 だ け で は 治 療 し き れ な い 慢 性 的 な 病 魔 、 例 え ば 、 内
臓 疾 患 、 疼 痛 性 疾 患 な ど の 健 康 障 害 回 復 に 関 し て 物 理 療 法 で 治 す 治 療 法 に 用 い ら れ て い る
。 な お 、 こ の よ う な ラ ジ ウ ム 放 射 能 の 医 学 的 効 果 は 、 微 弱 放 射 線 が 体 細 胞 を 刺 激 し て 、 新
陳 代 謝 を 活 性 化 す る と い う 、 い わ ゆ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 で あ る と 考 え ら れ て い る 。 こ
の よ う な 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 を 得 る こ と が で き る 天 然 鉱 物 と し て は 、 一 般 的 に 、 北 投 石
が 知 ら れ て い る が 、 こ の 北 投 石 は 、 国 の 特 別 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て い る た め 採 取 不 可 能
と な っ て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 北 投 石 と ほ ぼ 同 等 の 成 分 で あ る 湯 の 花 セ
ラ ミ ッ ク ス を 人 工 的 に 作 り 出 し 、 こ れ を パ ウ ダ ー 状 に 粉 砕 し た も の を 、 例 え ば 、 陶 土 、 粘
土 等 に 練 り 込 み 、 こ れ に 、 必 要 に 応 じ て 長 石 や 石 英 等 を 混 ぜ 合 わ せ た 後 、 所 定 の 型 に 入 れ
て 加 熱 処 理 す る こ と に よ り 作 製 し た 。 勿 論 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス だ け か ら な る タ イ ル と し
て も よ い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 詳 細 に は 、 湯 治 場 と し て 有 名 な 玉 川 温 泉 （ 秋 田 県 ） に よ り 産 出 さ れ る 湯 の 花 を 焼 成 す る
こ と で 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス を 人 工 的 に 作 製 し た 。 す な わ ち 、 玉 川 温 泉 に は 、 温 泉 水 が ｐ Ｈ
１ ． １ ～ １ ． ２ の 強 酸 性 泉 （ 硫 化 水 素 含 有 塩 酸 性 緑 ば ん 泉 ） で 微 弱 の ラ ジ ウ ム 放 射 能 が 含
ま れ て い る 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な 玉 川 温 泉 の 湯 の 花 が 、 天 然 の 北 投 石 と
ほ ぼ 同 等 の 成 分 を 有 す る 点 に 着 目 し 、 こ の 玉 川 温 泉 の 湯 の 花 か ら 人 体 に 有 害 な 物 質 の １ つ
で あ る 少 な く と も 硫 黄 成 分 、 例 え ば 、 硫 黄 の 他 、 硫 化 水 素 や 硫 化 砒 素 な ど の 硫 化 物 、 あ る
い は 硫 黄 酸 化 物 等 を 除 去 し て ラ ジ ウ ム 成 分 等 の 有 効 成 分 を 抽 出 し 、 そ れ を 焼 成 す る こ と で
湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス を 人 工 的 に 作 製 し た 。 こ の よ う に し て 作 製 さ れ た 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス
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は 、 北 投 石 と 同 等 の 成 分 を 有 す る も の で あ る か ら 、 天 然 の 北 投 石 と 同 等 の 放 射 線 ホ ル ミ シ
ス 効 果 を 得 る こ と が で き 、 優 れ た 医 学 的 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 こ れ に 対 し 、 ラ ジ ウ ム
を 含 ま な い 湯 の 花 を 用 い て セ ラ ミ ッ ク ス を 作 製 し て も 、 本 発 明 に 係 る 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス
に よ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 を 得 る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス の ラ ジ ウ ム 放 射 量 は 、 毎 分 １ ２ ０ ０ カ ウ ン ト （ Ｃ
Ｐ Ｍ ） 以 上 で あ る の が 好 ま し い 。 ラ ジ ウ ム 放 射 量 が １ ２ ０ ０ Ｃ Ｐ Ｍ 以 上 あ れ ば 一 般 に 医 療
用 と し て 十 分 な 効 果 を 得 る こ と が で き る と さ れ て い る か ら で あ る 。 な お 、 ラ ジ ウ ム 放 射 量
は 、 余 り 多 す ぎ る と 人 体 に 対 し て 刺 激 が 強 す ぎ る お そ れ も あ る の で 、 １ ２ ０ ０ ～ １ ６ ０ ０
Ｃ Ｐ Ｍ の 範 囲 内 で あ る の が さ ら に 好 ま し い 。 勿 論 、 こ の よ う な ラ ジ ウ ム 放 射 能 が １ ２ ０ ０
Ｃ Ｐ Ｍ よ り 小 さ く て も 、 医 学 的 効 果 を 得 る こ と が で き る こ と は い う ま で も な い 。 例 え ば 、
玉 川 温 泉 の 湯 の 花 に よ り 作 製 し た 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス は 、 測 定 の 結 果 、 １ ６ ０ ０ Ｃ Ｐ Ｍ 程
度 の ラ ジ ウ ム 放 射 量 を 有 し て い る こ と が 分 か っ た 。 こ の こ と か ら 、 本 実 施 形 態 で 使 用 す る
湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス に よ れ ば 、 非 常 に 優 れ た 医 学 的 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の よ う な ラ ジ ウ ム の 壊 変 に 伴 っ て 発 生 す る 無 色 ・ 無 臭 の 不 活 性 ガ ス 中 に は 、 放
射 性 を 有 す る ラ ド ン が 存 在 す る 。 す な わ ち 、 ラ ジ ウ ム を 含 有 す る 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス か ら
は 、 ラ ド ン を 含 む 不 活 性 ガ ス （ ラ ド ン ガ ス ） が 発 生 す る 。 そ し て 、 こ の よ う な ラ ド ン ガ ス
は 、 例 え ば 、 ラ ド ン 温 泉 に 接 し て い る 身 体 の 皮 膚 面 か ら 体 内 に 入 り 込 み 、 そ の 体 内 を 循 環
し 、 皮 膚 組 織 や 神 経 系 等 を 刺 激 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 ラ ジ ウ ム と 同 様 に 、 放 射 線 ホ ル
ミ シ ス 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の よ う な 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス か ら は 、 ラ ジ ウ ム 放 射 線 や ラ ド ン ガ ス の 他 、 マ
イ ナ ス イ オ ン が 発 生 す る 。 こ の よ う な マ イ ナ ス イ オ ン は 、 呼 吸 や 皮 膚 か ら 取 り 入 れ ら れ る
と 、 血 液 を 通 し て 体 全 体 を め ぐ り 、 新 陳 代 謝 を 活 発 に し 、 各 細 胞 の 機 能 を 活 性 化 さ せ 、 疲
労 の 回 復 に 効 果 が あ り 、 上 述 し た 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 を 高 め る 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 例 え ば 、 本 実 施 形 態 の タ イ ル １ ０ を バ ス ル ー ム の 壁 や 床 等 に 用 い る こ と で
、 入 浴 時 な ど に 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス に 含 ま れ る ラ ジ ウ ム か ら 放 射 さ れ る 微 弱 の ラ ジ ウ ム
放 射 線 、 ラ ド ン ガ ス 及 び マ イ ナ ス イ オ ン に よ り 、 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 、 す な わ ち 、 身 体
の 細 胞 が 刺 激 さ れ て 新 陳 代 謝 が 活 性 化 し 、 優 れ た 医 学 的 効 果 を 手 軽 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 こ の よ う な 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス の 含 有 量 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 タ イ
ル １ ０ の 全 重 量 に 対 し て 約 ７ ～ １ ５ ｗ ｔ ％ で あ り 、 好 ま し く は 、 約 １ ０ ｗ ｔ ％ で あ る 。 湯
の 花 セ ラ ミ ッ ク ス の 含 有 量 に よ り タ イ ル １ ０ か ら 放 射 さ れ る ラ ジ ウ ム 放 射 量 を 好 ま し い 範
囲 に 調 整 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス の 平 均 粒 径 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 約 ４ ３ ～ ７ ４
μ ｍ で あ る の が 好 ま し い が 、 所 望 の ラ ジ ウ ム 放 射 量 が 放 射 さ れ る よ う に 適 宜 調 整 す れ ば よ
い 。 ま た 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス を 微 小 に 粉 砕 す る こ と で タ イ ル を 構 成 す る 粘 土 等 に 均 一 に
分 散 し 易 く な り 、 ま た 、 ラ ジ ウ ム 放 射 量 の 調 整 が 容 易 に な る と い う 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス は 、 タ イ ル １ ０ の 裏 面 、 す な わ ち 、 壁 や 床 と の 接 着 面 側
に は 必 ず し も 存 在 し て い な く て も よ く 、 例 え ば 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 タ イ ル １ ０ Ａ
の 表 面 層 １ ０ ａ 側 だ け に 存 在 し て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 タ イ ル １ ０ か ら 放 射 さ れ る ラ ジ ウ ム 放 射 線 、 ラ ド ン ガ ス 及 び マ イ
ナ ス イ オ ン に よ っ て 優 れ た 医 学 的 効 果 が 得 ら れ る こ と は 上 述 し た 通 り で あ る が 、 こ の よ う
な ラ ジ ウ ム 及 び ラ ド ン に よ る 治 療 に 、 例 え ば 、 遠 赤 外 線 に よ る 治 療 を 用 い た 物 理 療 法 を 組
み 合 わ せ る と よ り 効 果 的 で あ る 。 す な わ ち 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス の 他 に 、 遠 赤 外 線 放 射 性
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セ ラ ミ ッ ク ス を 練 り 込 ん だ タ イ ル を 作 製 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 上 述 し た ラ ジ ウ ム 放 射
線 に よ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 、 遠 赤 外 線 に よ る 放 射 線 ホ ル ミ シ ス 効 果 が そ れ ぞ れ 相 乗 的
に 作 用 し 、 医 学 的 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス は 、 例 え ば 、 遠 赤 外 線 の 波 長 が ４ ～ １ ６ μ ｍ と 遠
赤 外 線 放 射 率 が 極 め て 高 い 金 属 酸 化 物 パ ウ ダ ー と 、 天 然 鉱 石 と を 混 合 し 、 焼 結 し て 得 た セ
ラ ミ ッ ク ス で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス か ら 放 射 さ れ
る 遠 赤 外 線 は 、 身 体 に 対 し て 放 射 さ れ る と 、 肌 細 胞 や 体 液 の 分 子 に 共 振 運 動 、 す な わ ち 、
波 長 が 共 鳴 し て 分 子 運 動 が 活 発 化 す る 。 こ れ に よ り 、 血 流 が 増 進 し 、 新 陳 代 謝 も 活 発 と な
り 、 体 全 体 が 暖 ま る 。 こ の と き 、 通 常 の 汗 は 汗 腺 か ら 排 出 さ れ る が 、 遠 赤 外 線 に よ る 発 汗
は 毛 穴 か ら も 排 出 さ れ る 。 そ し て 、 毛 穴 は 、 汗 腺 よ り 太 い の で 、 汗 腺 か ら 排 出 で き な い 鉛
や カ ド ミ ウ ム 等 の 重 金 属 も 排 出 す る 作 用 が あ り 、 老 廃 物 等 を 排 出 し 易 く な る と い う 効 果 が
あ る 。 ま た 、 遠 赤 外 線 に は 、 水 に 含 ま れ る 水 素 結 合 を 切 断 す る 作 用 、 す な わ ち 、 水 分 子 間
の 水 素 結 合 に よ る 複 合 体 （ 水 の ク ラ ス タ ー ） を 小 さ く す る 作 用 が あ り 、 水 分 子 を 体 内 に 取
り 入 れ 易 く な る と い う 効 果 も あ る 。 特 に 、 こ の よ う な 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス に 対 し
て 熱 を 加 え る と 、 こ の 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス か ら 放 射 さ れ る 遠 赤 外 線 の 放 射 量 が 増
大 す る た め 、 こ の 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス を 練 り 込 ん だ タ イ ル を バ ス ル ー ム の 壁 や 床
に 用 い る こ と に よ り 、 上 述 し た 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 こ の よ う な 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス の 含 有 量 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え
ば 、 タ イ ル １ ０ の 全 重 量 に 対 し て 約 ７ ～ １ ５ ｗ ｔ ％ で あ り 、 好 ま し く は 、 約 １ ０ ｗ ｔ ％ で
あ る 。 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス の 含 有 量 に よ り タ イ ル １ ０ か ら 放 射 さ れ る 遠 赤 外 線 放
射 量 を 好 ま し い 範 囲 に 調 整 す る た め で あ る 。 ま た 、 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス の 平 均 粒
径 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 約 ４ ３ ～ ７ ４ μ ｍ で あ る の が 好 ま し い が 、 所 望 の 遠
赤 外 線 放 射 量 が 得 ら れ る よ う に 適 宜 調 整 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 で は 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス 、 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス を パ ウ ダ
ー 状 に 粉 砕 し て 混 合 し 、 こ の 混 合 パ ウ ダ ー を 練 り 込 ん だ タ イ ル １ ０ を 作 製 す れ ば 、 ラ ジ ウ
ム 効 果 ・ 遠 赤 外 線 効 果 ・ マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 の ３ つ の 相 乗 効 果 が 得 ら れ 、 非 常 に 優 れ た 医
学 的 効 果 を 手 軽 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の タ イ ル を バ ス ル ー ム 等 の 壁 や 床 に 用 い れ ば 、 ラ ジ ウ ム 効 果 に よ っ て 、 例
え ば 、 顔 等 の 肌 細 胞 を 活 性 化 さ せ て 免 疫 力 が 高 め ら れ 、 肌 の 若 返 り を 促 進 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 遠 赤 外 線 効 果 に よ れ ば 、 保 湿 効 果 を 持 続 さ せ 、 発 汗 を 促 す こ と で 、 顔 の 肌 の 奥
ま で 潤 い を 与 え る こ と が で き る 。 さ ら に 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 に よ れ ば 、 酸 化 を 中 和 す る
こ と に よ り 老 化 の 進 行 を 抑 え 、 老 廃 物 を 清 浄 化 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な ３ つ の 効 果
が 相 乗 的 に 作 用 し 合 い 、 顔 の 肌 目 を 整 え 、 血 行 の 循 環 が よ く な り 、 生 理 代 謝 作 用 が 促 進 さ
れ 、 そ の 結 果 、 顔 の 肌 質 を 十 分 に 改 善 す る こ と も で き る 。 な お 、 こ の よ う な ３ つ の 相 乗 効
果 に よ り 、 美 白 効 果 、 あ る い は 、 殺 菌 、 浄 化 、 消 臭 等 の 効 果 も 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 以 上 説 明 し た 本 発 明 に 係 る タ イ ル の 材 料 と し て は 、 少 な く と も 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク
ス を 練 り 込 ん で い れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 必 要 に 応 じ て 、 マ イ ナ ス イ オ ン 放 射
性 セ ラ ミ ッ ク ス 、 ミ ネ ラ ル セ ラ ミ ッ ク ス 等 を 練 り 込 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 上 述 し た タ イ ル を 身 体 に 直 接 被 せ て 使 用 し て も よ い 。 例 え ば 、 首 や
手 足 、 あ る い は 腰 や 肩 、 背 中 等 の 患 部 に 被 せ て 使 用 す る こ と で 、 ラ ジ ウ ム に よ る 医 学 的 効
果 に よ り 、 例 え ば 、 神 経 痛 、 リ ュ ウ マ チ 、 肩 こ り 、 腰 痛 、 筋 肉 痛 等 の 治 療 に お い て 優 れ た
効 果 が 期 待 で き る 。 ま た 、 肌 の 上 に 被 せ る こ と に よ り 、 タ イ ル を 被 せ た 部 分 の 肌 質 を 改 善
す る こ と も で き る 。 な お 、 湯 の 花 セ ラ ミ ッ ク ス と 共 に 遠 赤 外 線 放 射 性 セ ラ ミ ッ ク ス を 練 り
込 ん だ タ イ ル で あ れ ば 、 タ イ ル を 温 水 等 に 入 れ て 加 熱 し た 後 に 、 そ の タ イ ル を 身 体 に 被 せ
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る よ う に す る と 、 よ り 効 果 的 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る タ イ ル の 概 略 を 示 す 斜 視 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 、 １ ０ Ａ 　 タ イ ル
　 １ ０ ａ 　 表 面 層
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